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Web 資料表： ポリエチレングリコール（PEG）製剤の効力のまとめ 
       （海外総合評価文献より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*a：重篤有害事象は差なし。 
*b：有害事象も PEG 群で低い傾向あり（OR:0.37, p=0.057) 
*c: すべて電解質(E)を含む PEG 製剤と対照群との比較をネットワークメタ解析の手法で解析。 
*d： セロトニン作動剤の tegaserod は、米国で 2002 年に承認されたが、心筋梗塞や脳卒中が
プラセボに比較して約 8 倍発症したため、2007 年に使用中止措置が取られた。 


